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編　輯　後　記

　本号は「日米労使関係比較研究」として特輯した。その狙いは，両国の

厳しい環境変化の下での労使関係の変容の解釈とその方向性を，比較文化

論的に探ることにおかれた。

　その内容は，実質的に三部から成る。初めに，アメリカ側硯究者の眼か

らみた日本と米国の労使関係制度の形成と変化の背景を，現時点で再認識

しようとするS・B・レヴィーン教授と平　恒次教授の二論稿で飾る。続い

て，日本の労使関係の変容のモチーフとなっているME技術，雇用構造，

労働者ニーズなどの変化についてその特性の抽出を試みた日本側研究者の

問題提起的な三つの論文をあて，最後に，日本の社会変動の分析の枠組み

を労使関係研究の方法それ自体の課題として提起されたR・マオア教授の

論述で締め括る。

　寄稿された三人の外国人研究者は，これ迄長く日本の労使関係研究に携

われ，定期的に訪日されて日本の状況推移をフォローされ，折にふれ本研

究科の活動に好意と期待を寄せられている方々であるが，本号の企画を諒

とされ，心よく御寄稿下されたことに対し，早めて深甚の謝意を表するも

のである。とくに，平教授とマオア教授には，御迷惑を承知の上で日本文

の原稿をお願いした。レヴィーン教授の論稿の訳出には元1LO東京支局

の水野義弘氏の御協力を得た。

　本特輯がig80年代激動期の労使関係の国際比較研究の通文化的な文献の

一つとなりうれば幸いである。なお，戦後日本の労使関係研究にとって不

可欠な「春闘」を背景にもつ日本の賃金変動の40年を年譜の形で資料に掲

載した。

　終りに，昭和53年の本研究科の開設から今日までsその活動を軌道にの

せ強化するため，カリキュラムの編成，資料室の設置，研究年報の発刊な

どに研究科長として尽力された平野　孝教授には，都合により本年4月か

ら他大学に転出されることになった。玄玄に記して謝意を表したい。
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